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分

開

会

 

○
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長

（

益
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吉

博

）

た

だ

い

ま

か

ら
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平

成

二

十

四

年

五

條

市

議

会

第

四

回

臨

時

会

を

開

会

い

た

し

ま

す
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本

日

、

平

成

二

十

四

年

五

條

市

議

会

第

四

回

臨

時

会

が

招

集

さ

れ

ま

し

た

と

こ

ろ

、

議

員

各

位

に

は

何

か

と

御

多

用

の

と

こ

ろ

御

参

集

を

賜

り

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す
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議

員

各

位

に
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ど

う
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議

案

審

議

に

御

精

励

を

い

た

だ

き

ま

す

と

と

も

に

、

円

滑

な

る

議

会

運

営

に

格

段

の

御

協

力

を

お

願
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申

し

上

げ

ま

し

て
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開
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の

挨

拶

と

い

た

し

ま

す
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上

げ
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す
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録
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び

市
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だ

よ

り

Ｇ

Ｏ

Ｊ
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並

び

に

広

報

五

條

に

掲

載

の

た

め

、

会

議

の

日

程

中

、

事

務

局

に

写

真

撮

影

を

さ

せ

ま

す

の

で

、

御

了

承

願

い

ま

す

。
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だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

が

成

立

い

た

し

ま

す
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長

か

ら
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御
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す
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市

長
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〕
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市

長
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好
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め
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て

皆

さ

ん

、

お
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う

ご

ざ

い

ま

す
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成
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十
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年
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四

回
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時
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の

開
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に
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た

り

ま

し

て

、

一

言

御

挨

拶

申

し

上

げ

ま

す

。
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日

は

、

臨

時
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を
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集

い

た

し

ま

し

た

と

こ

ろ

、

議

員

各

位

に

は

御

健

勝

に

て

御

参

集

を

賜

り

、

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 
 

 
 

さ

て

、

本

臨

時

会

に

は

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

に

対

す

る

本

市

の

負

担

金

に

係

る

平

成

二

十

四

年

度

一

般

会

計

補

正

予

算

案

を

提

出

さ

せ

て

い

た

だ

い

 

て

お

り

ま

す

。

 

 

議

員

各

位

に

は

よ

ろ

し

く

御

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

、

平

素

の

お

礼

と

開

会

の

挨

拶

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す
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本

日

の

会

議

を

開

き

ま

す

。

 

初

め

に

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

の

議

会

の

報

告

が

あ

り

ま

す

。

十

五

番

田

原

清

孝

議

員

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

十

五

番

 

田

原

清

孝

登

壇

〕

 

○

十

五

番

（

田

原

清

孝

）

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

去

る

十

月

四

日

、

木

曜

日

、

午

後

二

時

三

十

分

か

ら

、

御

所

市

役

所

・

本

館

三

階

会

議

室
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に

お

い

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

議

会

平

成

二

十

四

年

第

二

回

定

例

会

の

報

告

を

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

御

案

内

の

と

お

り

、

こ

の

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

は

、

御

所

市

・

田

原

本

町

及

び

五

條

市

の

二

市

一

町

が

、

ご

み

処

理

施

設

の

設

置

及

び

管

理

運

営

に

関

す

る

事

務

を

共

同

処

理

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

設

置

さ

れ

、

本

市

に

お

い

て

は

、

七

月

三

十

日

の

第

三

回

臨

時

会

で

加

入

に

つ

い

て

可

決

し

、

先

の

第

三

回

九

月

定

例

会

で

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

の

議

会

の

議

員

の

選

挙

を

行

い

、

大

谷

龍

雄

議

員

、

山

田

澄

雄

議

員

、

そ

し

て

私

、

田

原

清

孝

の

三

名

が

選

出

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

議

会

平

成

二

十

四

年

第

二

回

定

例

会

は

、

九

月

二

十

七

日

に

招

集

告

示

が

行

わ

れ

ま

し

た

が

、

本

定

例

会

は

、

御

所

・

田

原

本

環

境

衛

生

事

務

組

合

か

ら

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

に

名

称

変

更

後

、

初

め

て

開

会

さ

れ

る

議

会

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

十

月

四

日

の

本

会

議

に

は

、

二

市

一

町

の

各

議

会

か

ら

選

出

さ

れ

た

議

員

九

名

並

び

に

執

行

機

関

で

あ

る

管

理

者

及

び

副

管

理

者

等

が

出

席

し

、

五

條

市

参

入

に

伴

う

関

係

条

例

の

整

理

に

関

す

る

条

例

の

専

決

処

分

の

報

告

、

一

般

会

計

補

正

予

算

な

ど

六

議

案

に

つ

い

て

審

議

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

 

会

議

で

は

、

ま

ず

、

管

理

者

の

東

川

御

所

市

長

か

ら

議

会

招

集

の

挨

拶

が

あ

り

、

議

席

の

指

定

、

会

議

録

署

名

議

員

の

指

名

に

続

き

、

本

定

例

会

の

会

期

を

一

日

と

す

る

こ

と

が

決

定

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

次

に

、

議

案

審

議

に

入

り

、

ま

ず

、

五

條

市

参

入

に

伴

う

関

係

条

例

の

整

理

に

関

す

る

条

例

の

専

決

処

分

の

報

告

に

つ

い

て

は

、

五

條

市

の

加

入

に

伴

い

、

地

方

自

治

法

第

二

百

八

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

組

合

規

約

変

更

に

係

る

奈

良

県

知

事

の

許

可

を

八

月

三

十

一

日

付

け

で

受

け

た

こ

と

か

ら

、

同

日

付

け

で

関

係

条

例

の

一

部

を

そ

れ

ぞ

れ

改

正

す

る

こ

と

を

専

決

処

分

し

た

こ

と

に

よ

り

、

そ

の

承

認

を

求

め

る

も

の

で

、

採

決

の

結

果

、

全

員

一

致

を

も

っ

て

原

案

の

と

お

り

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

次

に

、

平

成

二

十

四

年

度

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

一

号

）

に

つ

い

て

は

、

広

域

処

理

施

設

建

設

に

係

る

地

元

自

治

会

と

の

協

議

が

お

お

む

ね

整

っ

た

こ

と

を

受

け

て

、

協

力

金

並

び

に

周

辺

地

区

環

境

整

備

基

金

積

立

金

の

合

計

二

億

二

千

万

円

を

補

正

す

る

も

の

で

、

こ

れ

ら

財

源

に

つ

き

ま

し

て

は

、

構

成

市

町

の

田

原

本

町

が

一

億

円

、

五

條

市

が

一

億

二

千

万

円

の

負

担

と

な

っ

て

お

り

、

当

局

の

説

明

に

よ

り

了

承

し

た

次

第

で

あ

り

ま

す

が

、

議

員

か

ら

、

地

元

自

治

会

と

締

結

す

る

協

定

書

の

考

え

方

に

つ

い

て

質

疑

が

あ

り

、

「

大

き

な

論

点

と

な

る

操

業

年

限

は

、

お

お

む

ね

二

十

年

と

考

え

て

お

り

、

環

境

監

視

な

ど

と

と

も

に

地

元

自

治

会

と

詳

細

を

協

議

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

」

等

の

答

弁

が

あ

り

、

慎

重

審

議

を

経

て

採

決

の

結

果

、

全

員

一

致

を

も

っ

て

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

次

に

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

周

辺

地

区

環

境

整

備

基

金

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

は

、

ご

み

処

理

施

設

の

建

設

に

当

た

り

、

周

辺

地

区

住

民

の

生

活

環

境
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向

上

と

周

辺

地

区

の

発

展

と

活

性

化

を

推

進

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

環

境

整

備

事

業

、

地

域

活

動

事

業

及

び

生

活

環

境

向

上

事

業

に

要

す

る

資

金

に

充

て

る

た

め

の

基

金

を

設

置

す

る

も

の

で

、

当

局

の

説

明

に

よ

り

了

承

し

た

次

第

で

あ

り

ま

す

が

、

議

員

か

ら

、

当

該

基

金

の

総

額

や

環

境

整

備

事

業

の

内

容

等

に

つ

い

て

質

疑

が

あ

り

、

「

構

成

市

町

の

負

担

は

、

平

成

二

十

三

年

の

ご

み

量

を

基

本

と

し

て

、

御

所

市

九

千

三

百

万

円

、

田

原

本

町

一

億

七

百

万

円

、

五

條

市

の

環

境

対

策

費

と

協

力

金

の

合

計

二

億

五

千

万

円

の

総

額

四

億

五

千

万

円

を

積

み

立

て

る

も

の

で

、

環

境

整

備

基

金

の

対

象

事

業

は

、

周

辺

地

域

に

お

け

る

環

境

整

備

施

設

の

整

備

事

業

、

環

境

保

全

団

体

等

の

育

成

事

業

、

環

境

保

全

向

上

に

関

す

る

推

進

事

業

、

健

康

で

住

み

よ

い

生

活

環

境

の

向

上

に

資

す

る

事

業

、

周

辺

地

域

の

自

治

会

で

決

定

さ

れ

た

事

業

、

そ

の

他

管

理

者

が

必

要

と

認

め

た

事

業

で

あ

る

。

ま

た

、

二

十

年

と

い

う

目

途

の

中

で

出

て

き

た

も

の

で

、

使

途

な

ど

に

つ

い

て

は

、

そ

の

都

度

、

議

会

で

議

論

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

る

。

」

等

の

答

弁

が

あ

り

、

慎

重

審

議

を

経

て

採

決

の

結

果

、

全

員

一

致

を

も

っ

て

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

次

に

、

平

成

二

十

三

年

度

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

一

般

会

計

歳

入

歳

出

決

算

認

定

に

つ

い

て

は

、

地

方

自

治

法

第

二

百

三

十

三

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

監

査

委

員

の

意

見

を

付

け

て

議

会

の

認

定

に

付

さ

れ

る

も

の

で

、

歳

入

歳

出

決

算

額

は

、

そ

れ

ぞ

れ

三

千

五

百

八

十

二

万

四

千

六

百

二

十

八

円

と

な

っ

て

お

り

、

慎

重

審

議

を

経

て

採

決

の

結

果

、

全

員

一

致

を

も

っ

て

原

案

の

と

お

り

認

定

さ

れ

ま

し

た

。

 
 

 

次

に

、

議

員

発

議

に

よ

る

管

理

者

専

決

処

分

事

項

の

指

定

に

つ

い

て

は

、

地

方

自

治

法

第

百

八

十

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

議

会

の

委

任

に

よ

り

管

理

者

に

お

い

て

専

決

処

分

に

す

る

こ

と

が

で

き

る

事

項

に

つ

い

て

審

議

が

行

わ

れ

、

採

決

の

結

果

、

全

員

一

致

を

も

っ

て

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

次

に

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

公

平

委

員

会

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

は

、

地

方

公

務

員

法

第

九

条

の

二

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

議

会

の

同

意

を

求

め

る

も

の

で

、

御

所

市

公

平

委

員

会

委

員

の

泉

井

久

典

氏

を

選

任

す

る

こ

と

に

つ

い

て

、

慎

重

審

議

を

経

て

採

決

の

結

果

、

全

員

一

致

を

も

っ

て

原

案

の

と

お

り

同

意

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

以

上

、

概

要

を

申

し

上

げ

ま

し

て

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

議

会

平

成

二

十

四

年

第

二

回

定

例

会

の

報

告

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

以

上

で

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

の

議

会

の

報

告

を

終

わ

り

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

本

日

の

日

程

に

つ

き

ま

し

て

は

、

お

手

元

に

配

布

済

み

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

配

布

漏

れ

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

─

─

。
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こ

れ

よ

り

日

程

に

入

り

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

日

程

第

一

、

会

議

録

署

名

議

員

の

指

名

を

行

い

ま

す

。

 

 
 

会

議

録

署

名

議

員

は

会

議

規

則

第

八

十

一

条

の

規

定

に

よ

り

、

議

長

か

ら

指

名

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四

番

 
 

 

堀

 
 

 

川

 
 

 

浩

 
 

 

美

 
 

 

議

員

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六

番

 
 

 

川

 
 

 

村

 
 

 

家

 
 

 

廣

 
 

 

議

員

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七

番

 
 

 

藤

 
 

 

冨

 
 

 

美

 

恵

 

子

 
 

 

議

員

 

以

上

の

三

名

の

方

に

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

次

に

日

程

第

二

、

会

期

決

定

の

件

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

臨

時

会

の

会

期

に

つ

き

ま

し

て

は

、

去

る

十

月

十

二

日

に

開

催

の

議

会

運

営

委

員

会

に

お

き

ま

し

て

御

協

議

を

賜

り

ま

し

た

結

果

、

先

に

御

通

知

申

し

上

げ

ま

し

た

と

お

り

、

本

日

一

日

間

と

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

会

期

は

本

日

一

日

間

と

決

し

ま

し

た

。

 

 
 

な

お

、

会

議

予

定

に

つ

き

ま

し

て

は

、

各

位

に

御

通

知

申

し

上

げ

ま

し

た

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

次

に

日

程

第

三

、

市

長

の

提

出

議

案

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

本

臨

時

会

に

提

出

の

議

案

に

つ

い

て

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

第

五

十

八

号

、

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

三

号

）

議

定

に

つ

き

ま

し

て

は

、

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

一

億

二

千

万

円

を

追

加

し

、

総

額

百

七

十

六

億

二

千

三

百

八

十

万

二

千

円

と

す

る

も

の

で

、

補

正

の

内

容

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

に

対

す

る

本

市

の

負

担

金

と

し

て

、

塵

芥

処

理

費

に

一

億

二

千

万

円

を

追

加

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。
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以

上

が

、

こ

の

た

び

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

の

概

要

で

あ

り

ま

す

が

、

議

員

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

慎

重

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

市

長

の

提

出

議

案

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

次

に

日

程

第

四

、

議

第

五

十

八

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 
 

○

事

務

局

長

（

乾

 

旬

）

議

第

五

十

八

号

、

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

三

号

）

議

定

に

つ

い

て

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 

 
 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

竹

田

総

務

部

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

総

務

部

長

 

竹

田

和

彦

登

壇

〕
 

○

総

務

部

長

（

竹

田

和

彦

）

失

礼

い

た

し

ま

す

。

 

た

だ

い

ま

上

程

い

た

だ

き

ま

し

た

議

第

五

十

八

号

、

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

三

号

）

議

定

に

つ

き

ま

し

て

、

提

案

理

由

を

御

説

明

申

し

 

上

げ

ま

す

。

 

 
 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

別

冊

の

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

書

（

第

三

号

）

の

一

ペ

ー

ジ

よ

り

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

 
 

こ

の

た

び

の

補

正

予

算

は

、

一

般

会

計

の

歳

入

歳

出

に

そ

れ

ぞ

れ

一

億

二

千

万

円

を

追

加

す

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

し

て

、

こ

れ

に

伴

う

予

算

総

額

は

、

歳

入

、

歳

出

と

も

に

、

百

七

十

六

億

二

千

三

百

八

十

万

二

千

円

と

な

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

そ

れ

で

は

、

歳

出

の

項

目

に

つ

き

ま

し

て

御

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

恐

れ

入

り

ま

す

が

四

ペ

ー

ジ

を

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

 
 

ま

ず

、

補

正

の

額

及

び

目

的

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

四

款

衛

生

費

、

二

項

清

掃

費

、

二

目

塵

芥

処

理

費

、

十

九

節

負

担

金

補

助

及

び

交

付

金

と

し

て

、

一

億

二

千

万

円

を

計

上

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

こ

れ

は

、

ご

み

処

理

施

設

の

設

置

及

び

管

理

運

営

に

関

す

る

事

務

を

共

同

で

処

理

す

る

た

め

、

本

市

並

び

に

御

所

市

・

田

原

本

町

が

設

置

い

た

し

ま

し

た

「

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

」

に

対

す

る

平

成

二

十

四

年

度

負

担

金

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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次

に

、

補

正

の

理

由

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

去

る

十

月

五

日

付

け

で

同

組

合

管

理

者

御

所

市

長

よ

り

、

本

年

十

一

月

十

五

日

を

納

入

期

限

と

し

た

当

該

負

担

金

の

請

求

に

係

る

依

頼

が

五

條

市

長

宛

て

に

あ

っ

た

た

め

、

本

臨

時

会

に

提

案

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

次

第

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

歳

出

は

、

以

上

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

続

き

ま

し

て

、

歳

入

に

つ

い

て

御

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

三

ペ

ー

ジ

の

「

一

総

括

」

、

「

歳

入

」

を

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

 
 

歳

入

予

算

に

つ

き

ま

し

て

は

、

十

八

款

繰

越

金

に

お

い

て

一

億

二

千

万

円

を

追

加

い

た

し

ま

し

て

、

歳

出

と

の

均

衡

を

図

っ

た

次

第

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

以

上

で

説

明

を

終

わ

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

よ

ろ

し

く

御

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

三

番

」

の

声

あ

り

）

三

番

吉

田

雅

範

議

員

。

 

○

三

番

（

吉

田

雅

範

）

今

、

総

務

部

長

の

方

か

ら

御

説

明

い

た

だ

い

た

の

で

す

け

れ

ど

も

、

塵

芥

処

理

費

と

し

て

一

億

二

千

万

が

上

が

っ

て

い

る

わ

け

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

れ

の

今

話

を

聞

い

て

お

っ

た

ら

栗

阪

地

区

に

十

一

月

十

五

日

ま

で

で

す

か

、

支

払

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

し

た

ら

こ

れ

は

塵

芥

処

理

費

の

中

で

入

れ

て

お

く

べ

き

な

の

か

、

そ

れ

と

も

協

力

金

と

い

う

形

で

入

れ

る

の

が

当

然

か

な

と

思

い

ま

す

ん

や

け

れ

ど

も

、

そ

の

辺

の

御

説

明

を

お

願

い

し

ま

す

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

竹

田

総

務

部

長

。

 

○

総

務

部

長

（

竹

田

和

彦

）

失

礼

し

ま

す

。

 

 
 

負

担

金

に

つ

き

ま

し

て

、

予

算

書

の

上

で

は

塵

芥

処

理

費

と

い

う

目

が

ご

ざ

い

ま

す

。

広

域

の

事

務

組

合

へ

の

負

担

金

と

し

て

支

出

さ

せ

て

い

た

だ

く

と

い

う

こ

と

で

、

十

九

節

の

負

担

金

補

助

及

び

交

付

金

と

し

て

同

目

に

計

上

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

経

緯

で

ご

ざ

い

ま

す

。

（

「

三

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

三

番

吉

田

雅

範

議

員

。

 

○

三

番

（

吉

田

雅

範

）

そ

れ

は

わ

か

る

の

で

す

け

れ

ど

も

、

塵

芥

処

理

と

い

っ

た

ら

全

般

的

な

ご

み

の

処

理

と

い

う

話

に

な

る

わ

け

な

の

で

、

で

き

た

ら

も

う

少

し

詳

し

く

負

担

金

と

し

て

協

力

金

で

一

億

二

千

万

と

い

う

ふ

う

な

計

上

を

し

て

い

た

だ

け

た

ら

、

わ

か

り

や

す

い

か

な

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

竹

田

総

務

部

長

。

 

○

総

務

部

長

（

竹

田

和

彦

）

失

礼

し

ま

す

。
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科

目

と

い

た

し

ま

し

て

、

負

担

金

補

助

及

び

交

付

金

と

い

う

定

め

ら

れ

た

節

が

予

算

上

設

け

ら

れ

て

お

り

ま

す

の

で

、

そ

こ

に

お

き

ま

し

て

計

上

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

し

て

、

名

称

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

や

は

り

協

議

会

の

負

担

金

と

な

る

と

こ

ろ

か

と

存

じ

て

お

り

ま

す

。

（

「

四

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

四

番

堀

川

浩

美

議

員

。

 

○

四

番

（

堀

川

浩

美

）

先

ほ

ど

か

ら

い

ろ

い

ろ

と

説

明

い

た

だ

き

ま

し

た

が

、

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

の

、

ま

だ

ご

み

を

燃

や

し

て

い

な

い

の

に

塵

芥

処

理

施

設

と

い

う

の

は

ど

う

も

お

か

し

い

。

御

所

市

へ

の

一

億

二

千

万

円

は

持

参

金

で

ご

ざ

い

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

竹

田

総

務

部

長

。

 

○

総

務

部

長

（

竹

田

和

彦

）

失

礼

し

ま

す

。

 

 
 

予

算

の

措

置

上

、

そ

れ

ぞ

れ

の

細

目

が

ご

ざ

い

ま

す

が

、

規

定

さ

れ

て

い

る

款

、

項

、

目

、

節

と

い

う

定

義

に

従

い

ま

す

と

、

十

九

節

の

負

担

金

補

助

と

い

う

と

こ

ろ

に

該

当

い

た

し

ま

す

の

で

、

予

算

書

計

上

の

上

で

は

こ

の

節

を

使

わ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

以

上

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

よ

ろ

し

い

か

。

ほ

か

に

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

委

員

会

付

託

を

省

略

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 

こ

れ

よ

り

討

論

に

入

り

ま

す

。

 

 
 

討

論

の

通

告

が

あ

り

ま

す

の

で

、

初

め

に

藤

冨

美

恵

子

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

（

「

七

番

」

の

声

あ

り

）

七

番

藤

冨

美

恵

子

議

員

。

 

○

七

番

（

藤

冨

美

恵

子

）

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

た

だ

い

ま

議

題

と

な

っ

て

お

り

ま

す

議

第

五

十

八

号

、

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

三

号

）

議

定

に

つ

い

て

、

反

対

の

立

場

か

ら

討

論

い

た

し

ま

す

。

 

今

回

の

補

正

予

算

、

塵

芥

処

理

費

一

億

二

千

万

円

は

、

御

所

市

に

建

設

さ

れ

る

新

ご

み

処

理

施

設

に

係

る

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

の

五

條

市

の

負

担

金

で

、

い

わ

ゆ

る

地

元

対

策

費

と

し

て

の

協

力

金

、

及

び

環

境

整

備

基

金

の

一

億

二

千

万

円

で

あ

り

ま

す

。
 

ま

ず

以

前

、

五

條

市

が

御

所

・

田

原

本

環

境

衛

生

事

務

組

合

へ

加

入

す

る

に

当

た

り

、

御

所

市

と

田

原

本

町

と

の

間

で

御

所

市

・

田

原

本

町

・

五

條

市

の

負

担

割

合
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（

案

）

が

決

め

ら

れ

ま

し

た

。

 
一

、

協

力

金

と

し

て

一

億

円

（

栗

阪

地

区

）

、

二

、

環

境

対

策

費

と

し

て

四

億

五

千

万

円

（

栗

阪

・

小

殿

・

朝

町

各

地

区

、

そ

の

他

）

、

合

計

五

億

五

千

万

円

で

あ

 

り

ま

す

。

 

五

億

五

千

万

円

の

う

ち

、

御

所

市

の

負

担

金

は

九

千

三

百

万

円

、

率

に

し

て

約

一

七

パ

ー

セ

ン

ト

、

田

原

本

町

の

負

担

金

は

二

億

七

百

万

円

、

率

に

し

て

約

三

八

パ

ー

セ

ン

ト

、

五

條

市

の

負

担

金

は

二

億

五

千

万

円

、

率

に

し

て

約

四

五

パ

ー

セ

ン

ト

で

、

御

所

市

・

田

原

本

町

と

比

べ

高

い

負

担

割

合

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

そ

し

て

、

五

條

市

の

負

担

金

二

億

五

千

万

円

の

内

訳

は

、

協

力

金

、

及

び

環

境

整

備

基

金

と

し

て

一

億

二

千

万

円

、

環

境

対

策

費

と

し

て

一

億

三

千

万

円

の

合

計

二

億

五

千

万

円

で

あ

り

ま

す

。

 

こ

れ

は

、

五

條

市

に

と

っ

て

は

大

変

不

利

で

あ

り

ま

す

。

 

以

前

、

太

田

市

長

は

、

二

市

一

町

で

御

所

市

に

ご

み

処

理

施

設

を

建

設

す

る

こ

と

は

、

五

條

市

に

と

っ

て

メ

リ

ッ

ト

に

な

る

と

言

っ

て

お

ら

れ

ま

し

た

が

、

こ

の

こ

と

だ

け

を

と

っ

て

み

ま

す

と

、

五

條

市

の

負

担

金

は

二

億

五

千

万

円

で

、

五

億

五

千

万

円

の

実

に

約

四

五

パ

ー

セ

ン

ト

と

い

う

高

い

負

担

割

合

に

な

り

、

五

條

市

の

不

利

益

に

な

っ

て

も

、

五

條

市

の

メ

リ

ッ

ト

に

は

な

り

ま

せ

ん

。

 

今

回

計

上

さ

れ

た

五

條

市

の

負

担

金

は

、

以

前

、

御

所

市

と

田

原

本

町

と

の

間

で

決

め

ら

れ

た

負

担

割

合

（

案

）

そ

の

ま

ま

で

あ

り

、

五

條

市

に

と

っ

て

は

不

利

益

に

な

る

こ

と

か

ら

、

私

は

、

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

、

塵

芥

処

理

費

一

億

二

千

万

円

に

つ

い

て

は

認

め

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

 

以

上

の

こ

と

か

ら

、

本

案

、

議

第

五

十

八

号

、

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

三

号

）

議

定

に

つ

い

て

は

反

対

す

べ

き

で

あ

る

と

申

し

上

げ

ま

し

て

、

私

の

反

対

討

論

と

い

た

し

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

、

何

と

ぞ

御

賛

同

賜

り

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

次

に

大

谷

龍

雄

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

（

「

十

四

番

」

の

声

あ

り

）

十

四

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

○

十

四

番

（

大

谷

龍

雄

）

そ

れ

で

は

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

議

第

五

十

八

号

、

平

成

二

十

四

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

三

号

）

に

対

す

る

賛

成

討

論

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

先

ほ

ど

か

ら

の

田

原

議

員

さ

ん

の

報

告

に

も

ご

ざ

い

ま

し

た

よ

う

に

、

今

回

上

程

さ

れ

て

お

り

ま

す

こ

の

補

正

予

算

は

、

十

月

四

日

に

開

か

れ

ま

し

た

平

成

二

十

四

年

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

議

会

で

可

決

さ

れ

ま

し

た

議

第

八

号

、

平

成

二

十

四

年

度

や

ま

と

広

域

環

境

衛

生

事

務

組

合

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

一

号

）

と

関

連

し

て

お

り

ま

す

。
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し

た

が

い

ま

し

て

、

ま

ず

私

の

方

か

ら

こ

の

や

ま

と

広

域

議

会

で

可

決

さ

れ

ま

し

た

議

第

八

号

の

予

算

の

内

容

を

報

告

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 
歳

入

に

お

き

ま

し

て

は

、

五

條

市

が

一

億

二

千

万

円

、

田

原

本

町

が

一

億

円

と

い

う

予

算

案

で

あ

っ

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

金

額

の

五

條

市

が

一

億

二

千

万

円

で

、

田

原

本

町

が

一

億

と

い

う

こ

の

差

は

ど

こ

か

ら

こ

う

い

う

ふ

う

に

差

が

つ

く

の

か

と

い

い

ま

す

と

、

一

般

的

に

協

力

費

と

言

わ

れ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

基

礎

計

算

は

平

成

二

十

三

年

の

ご

み

量

を

基

本

と

し

て

計

算

し

た

場

合

、

こ

う

い

う

金

額

に

な

る

わ

け

で

す

ね

。

例

え

ば

平

成

二

十

三

年

の

ご

み

量

は

、

五

條

市

は

約

一

二

、

〇

七

五

ト

ン

、

田

原

本

は

九

、

九

八

五

ト

ン

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

し

て

、

ご

み

の

量

が

五

條

市

の

方

が

多

い

わ

け

で

す

。

だ

か

ら

こ

の

ト

ン

数

で

一

ト

ン

当

た

り

一

万

円

と

し

て

計

算

し

ま

す

と

、

大

体

皆

さ

ん

、

五

條

市

は

一

二

、

〇

七

五

ト

ン

で

す

か

ら

、

一

億

二

千

万

円

、

田

原

本

は

九

、

九

八

五

ト

ン

で

す

け

れ

ど

も

、

ほ

ぼ

一

万

ト

ン

で

す

か

ら

一

億

円

と

い

う

ふ

う

に

差

が

出

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

 

こ

の

負

担

金

を

、

そ

し

た

ら

ど

う

い

う

と

こ

ろ

に

使

う

の

か

と

い

う

歳

出

面

の

予

算

で

は

、

田

原

本

・

五

條

の

合

計

二

億

二

千

万

円

の

う

ち

、

一

億

円

は

栗

阪

自

治

会

へ

の

補

償

金

と

し

て

上

が

っ

て

お

り

ま

す

。

あ

と

残

っ

た

一

億

二

千

万

円

は

、

周

辺

地

区

環

境

整

備

基

金

積

立

金

と

す

る

と

い

う

予

算

が

上

が

っ

た

わ

け

で

す

。

 

し

た

が

い

ま

し

て

、

こ

の

議

案

書

提

出

に

当

た

り

ま

し

て

の

、

管

理

者

の

説

明

は

ど

う

だ

っ

た

か

と

、

ま

た

議

員

の

質

問

に

対

す

る

管

理

者

の

答

弁

は

ど

う

で

あ

っ

た

の

か

と

い

う

こ

と

を

、

そ

の

点

も

重

要

で

あ

り

ま

す

の

で

、

報

告

し

て

お

き

ま

す

と

、

こ

の

議

案

の

説

明

に

当

た

り

ま

し

て

の

管

理

者

の

議

案

説

明

の

中

で

は

、

こ

う

い

う

ふ

う

に

説

明

し

て

お

り

ま

す

。

「

地

元

自

治

会

と

進

め

て

ま

い

り

ま

し

た

広

域

処

理

施

設

建

設

に

係

る

協

議

が

事

務

組

合

と

の

間

で

お

お

む

ね

整

い

ま

し

た

の

で

、

協

力

金

並

び

に

周

辺

地

区

環

境

整

備

基

金

積

立

金

と

し

て

二

億

二

千

万

円

を

補

正

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

」

と

い

う

こ

と

で

す

。

 

そ

し

て

議

員

の

質

問

に

対

す

る

答

弁

と

し

て

、

ど

う

い

う

答

弁

を

し

て

い

る

か

と

言

い

ま

す

と

、

「

地

元

栗

阪

地

区

と

の

協

定

書

の

中

で

の

操

業

期

間

に

つ

き

ま

し

て

は

、

お

お

む

ね

二

十

年

と

し

て

協

議

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

」

と

、

ま

だ

結

論

は

出

て

い

な

い

わ

け

で

す

。

も

う

一

つ

議

員

の

質

問

に

対

す

る

答

弁

と

し

て

は

、

「

地

元

自

治

会

と

の

詳

細

を

話

し

合

っ

て

い

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

今

の

と

こ

ろ

前

向

き

な

動

き

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

環

境

監

視

な

ど

の

内

容

も

協

定

書

に

は

出

て

く

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

」

と

い

う

ふ

う

に

管

理

者

は

答

弁

さ

れ

ま

し

た

。

 

し

た

が

い

ま

し

て

、

参

加

議

員

全

員

が

賛

成

の

下

、

こ

の

議

案

は

可

決

さ

れ

た

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。

こ

の

可

決

さ

れ

た

五

條

市

の

一

億

二

千

万

円

は

、

こ

れ

か

ら

ご

み

処

理

場

建

設

に

当

た

っ

て

は

大

変

必

要

な

予

算

負

担

金

で

は

な

い

か

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

今

、

報

告

し

ま

し

た

よ

う

に

、

地

元

栗

阪

地

区

の

皆

さ

ん

方

と

の

協

議

が

前

向

き

に

進

ん

で

い

た

だ

い

て

お

る

と

い

う

状

況

の

下

で

の

予

算

の

可

決

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

か

ら

、

計

画

ど

お

り

進

め

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

私

は

五

條

市

の

み

ど

り

園

の

協

力

地

区

の

皆

さ

ん

方

に

お

願

い

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

五

年

延

長

の

同

意

も

い

た

だ

く

な

ら

ば

、

私

は

五

條

市

民

の

皆

さ

ん

方

の

ご

み

処

理

を

中

断

せ

ず

に

続

け

て

い

け

る

と

い

う

、

こ

の

法

律

上

の

五

條

市

の

責

任

を

果

た

せ

る

見

通

し

が

つ
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く

の

で

は

な

い

か

と

い

う

ふ

う

に

感

じ

て

い

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 
し

た

が

い

ま

し

て

、

ど

う

か

五

條

市

の

ご

み

処

理

に

関

す

る

責

任

を

果

た

す

た

め

に

も

、

多

く

の

議

員

の

皆

さ

ん

方

の

こ

の

議

案

に

対

す

る

賛

同

を

心

か

ら

訴

え

ま

し

て

、

私

の

賛

成

討

論

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

ど

う

も

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

以

上

で

討

論

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

こ

れ

よ

り

本

案

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

な

お

こ

の

採

決

は

起

立

に

よ

り

行

い

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

起

立

多

数

で

あ

り

ま

す

。
 

よ

っ

て

本

案

は

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─
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─
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─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─
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─
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─
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─

─

─

─

─
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─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

以

上

で

本

日

の

日

程

は

終

了

い

た

し

ま

し

た

。

 

閉

会

に

当

た

り

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

、

終

始

熱

心

に

御

精

励

い

た

だ

き

、

円

滑

な

る

議

会

運

営

に

御

協

力

を

賜

り

、

厚

く

御

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

市

長

始

め

理

事

者

各

位

に

は

市

政

発

展

の

た

め

、

事

務

事

業

の

執

行

に

ま

す

ま

す

御

精

励

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

簡

単

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

、

閉

会

の

御

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

市

長

か

ら

御

挨

拶

が

あ

り

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

平

成

二

十

四

年

第

四

回

臨

時

会

の

閉

会

に

当

た

り

ま

し

て

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 

議

員

各

位

に

は

公

私

と

も

お

忙

し

い

中

、

慎

重

審

議

を

賜

り

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
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本

臨

時

会

に

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

に

つ

き

ま

し

て

は

、

原

案

ど

お

り

御

議

決

を

い

た

だ

き

ま

し

た

こ

と

に

心

か

ら

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

員

各

位

に

は

、

ど

う

ぞ

健

康

に

十

分

御

留

意

い

た

だ

き

、

更

に

御

活

躍

賜

り

ま

す

こ

と

を

お

祈

り

申

し

上

げ

、

閉

会

に

当

た

り

ま

し

て

の

お

礼

の

御

挨

拶

と

さ

せ

 

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

 
 

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

益

田

吉

博

）

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

、

平

成

二

十

四

年

五

條

市

議

会

第

四

回

臨

時

会

を

閉

会

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

時

三

十

九

分

閉

会

 
 

 
 

 
 

 
 

  

本

会

議

録

の

正

当

な

る

こ

と

を

証

明

す

る

た

め

に

こ

こ

に

署

名

す

る

。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議

 

会

 

議

 

長

 
 

益

 
 

田

 
 

吉

 
 

博

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

堀

 
 

川

 
 

浩

 
 

美

 
 

 

 

署

 
名

 

議

 

員

 
 

川

 
 

村

 
 

家

 
 

廣

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 
員

 
 

藤

 
 

冨

 
 

美

 

恵

 

子

 


